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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
た
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
を
行
う
機
関
で
す
。
保

健
師
や
社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
専
門
職
が
、
介

護
・
医
療
・
権
利
擁
護
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
高

齢
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
相
談
に
限
ら
ず
、
ご
家
族
や
近
所
に
お
住
ま

い
の
人
か
ら
の
ご
相
談
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。
必
要
が
あ
れ
ば
、

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
連
携
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

左
記
の
ご
相
談
は
、
お
電
話
・
来
所
・
訪
問
に
て
お
受
け
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
世
代
を
超
え
て
、
仲
が
良
く
、

魅
力
と
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ

く
ろ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
瀬

波
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え

る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
美
化
や
伝
統
文
化
を
継
承

す
る
取
り
組
み
、
各
町
内
の
地
域

の
茶
の
間
の
支
援
な
ど
に
よ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
用
や
地
域
児

童
の
見
守
り
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
活
動
が

制
限
さ
れ
ま
し
た
が
、
Ｓ-

Ｃ
Ａ
Ｔ

（
瀬
波
こ
ど
も
ふ
れ
あ
い
隊
）
に
よ

る
児
童
の
登
校
時
な
ど
の
見
守
り

活
動
の
ほ
か
、
車
が
運
転
で
き
ず

に
買
い
物
に
行
き
に
く
い
地
域
住

民
の
た
め
に
、
む
ら
か
み
互
近
所

さ
さ
え
～
る
隊
と
連
携
し
て
「
せ

な
み
買
い
物
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
買

い
物
支
援
事
業
を
試
行
的
に
2
回

行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
継
続
的
に
買
い
物
支

援
事
業
に
取
り
組
む
ほ
か
、
婚
活

や
防
災
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い

く
予
定
で
す
。

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
知
で
す
か
？

自然と景観が調和し、人と人とのふれあいがあり、支え合い安全で
安心して暮らせて、歴史と伝統文化を大切にしたまちづくりを目指して

▲せなみ買い物クラブ

●問い合わせ
　介護高齢課地域包括支援センター
　（☎53－2111　内線3432）
各支所の担当窓口
　荒川支所　☎62－3104　　神林支所　☎66－6113
　朝日支所　☎72－6887　　山北支所　☎77－3113

 近所に住む高齢者のこと
　　・一人暮らしの高齢者の家に、郵便物が溜まっている。
　　・隣の家から大声が聞こえてくる。

 家族のこと
　　・離れて住む親が心配だけれど、コロナ禍で会いに行けない。

 健康のこと
　　・外出の機会が減り、足腰が弱ってきたような気がする。

 お金や財産のこと
　　・忘れっぽくなり、お金の管理に自信がなくなってきた。

 介護のこと
　　・介護サービスを利用したいけれど、どんな手続きが
　　　必要か分からない。
　　・家族だけで介護をすることが大変になってきた。

▲S-CATによる見守り活動
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